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【課題】

以下の文章を読んで、下記の問いに答えてください。解答は、小論文解答用紙に記入してく

ださい。

それでも私は、学問は愉しいもの、喜びを味わうものだと語りたい。なぜか。それは学ぶ

こと、考えること、創造することの愉しさ、喜びを味わうことができるからだ。学ぶこと、

それは愉しい。前述した「知恵」を身につけるためにも、それは愉しいことであるO そして、

考えることは、さらに愉しい。人生上、難問題にぶつかった時に深く考えなければならない

ことは、確かに大変な苦痛をともなう。でも、全般的な意味でいえば、愉しいものだといわ

ざるをえない。

そして、ものを創造すること O 私は、常々、「創造のある人生こそ最高の人生である」と

いっている o r創造」とは何かという問いもまたむずかしい。だが、この創造することは決
して学者や芸術家の専売特許ではない。われわれの日常生活の中で、たえず積み重ねられな

ければならないものであると考えている O

創造することの愉しさ、喜び一一それは、おそらく自己の中に眠っていた、まったく気づ

かなかった才能、資質を掘り当てる喜び、自分という人間をより深く認識理解する喜びでは

ないか、と思う O

出典:広中平祐著『生きること学ぶこと』集英社文庫

(問し五)

「創造することの愉しさ、喜び」について、自身の体験を含め、あなたの考えを 500字以内で

述べてください。


